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７ 
１５ 
83.9 
１．３ 
２．８ 
403 79.6 
327 64.6 
2６ 5.2 
353 69.8 
338 66.7 
1５ 4.4 
(注）Ａ組合員総数 Ｇ大会出席可能数Ｄ－(Ｅ＋Ｆ）
Ｂ現場出向中および夜勤Ｈ大会出席数
Ｃ有給休暇および欠勤Ｉ委任状提出数
Ｄ出勤人員Ａ－(Ｂ＋Ｃ）Ｊ計（Ｈ＋Ｄ
Ｋ大会成立定数(A×:）Ｅ早退および外出
Ｆ動務中 Ｌ定数超過数(Ｊ－Ｋ）
；輝亙篝鱸会}事…，Ⅳ1V2.年末一時金経協報告大会予告なし
しさである。
以
上
の
よ
う
に
承
る
と
、
一
般
組
合
員
が
積
極
的
に
組
合
活
動
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
染
え
、
大
筋
と
し
て
は
そ
う
で
あ
る
が
、
問
題
が
ない訳ではない。たとえば、昭和三九年
二
月
の
支
部
機
関
誌
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
大
会の出席が悪いこと、大会中、雑談してい
る者、新聞を読んだり菓子を食べている
者
が
い
る
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
会
は
委
任
状
を
含
め
て
よ
う
や
く
成
立
し
て
い
た
が
、
事
前
に
予
告
が
あ
る
と
有
給
休
暇
を
と
っ
た
り
早
退
が
多
く
な
る
現
象
が
あ
り
、
さ
らに無届の者も数。〈１セント承られた。
また、昭和四○年九月の機関誌によれば、
組
合
機
関
誌
を
「
ほ
と
ん
ど
読
む
」
者
は
組
合
員の四二％、「少し読む」者五○％、「全
然読まない」老八％という分布で、とく
八一
八二
職場レベルの諸問題の処理方式
に年齢の若い層での関心が相対的に低かった。当時から組合活動に関心の低い層があり、若い年齢層でその比率が高
いという一般的傾向から染てこの企業も例外ではなかったといえる。
現在、この状況はかなり改善され、大会出席率は高まって第六表のような定足数に関する懸念はなくなったようで
ある・その理由としては、まず前記のように、昭和四十年の長期スト前後から、組合員が団結して行動する経験を重
ねて来たこと、その過程で、一般組合且の活動と参加を尊重し、大会と職場討議を重視する運営がおこなわれて来た
ことをあげなくてはなるまい。なお移転により交通不便な場所に工場が移って、交通事情を反映して大会議事が能
率化したり、通勤バスの運行時刻から早退しにくいという単純な理由がこれに加わる。
春闘のストライキ中にも、欠席、遅刻、早退がふられることや、交渉団による交渉中などに生ずる待機中の自由行
動が放漫に流れることが、例年、春闘の総括の中で問題とされている。昭和四六年春闘は、妥結時に一般組合員の突
き上げがあった年であるが、その闘争記録の中で、ａ支部大会議長Ｔ氏は、それまで「レジャー部」としか考えてい
なかった青婦部が、ストライキ中よく活躍したとし、「次代を担う若人が大勢いたことは組織の健在として率直に喜
びたい」と評価するとともに、「それに引き替え、……長期のストの中でただただ「娯楽専門」と何とか口実を見つ
けて早退をすることに全精力を使っている人達、この春闘ばかりでなくいつの大会でもそうだが顔馴染？のこの人
達が早退届の用紙を持って議長席に来ると、何か情けない気持になってくる」と述懐している。同じような反省はそ
の後も解消しておらず、西のｂ支部青年部長Ｙ氏峰昭和四九年春闘記録の中で青年行動隊として、活動はぽぼ満足
すべき●ものであるが、組合活動を理解しない者がいて春闘中の文化体育行事でさえ「本来の団結力の強化といった．も
の抜きにして語らなければ人が集まらないといった現状があった」、（青年部の）討論集会、学習会等に参加する人
がきまっていた等の反省をしている。以上のように、社会一般にみられる青年労働者の脱組合化傾向は、この支部の
運営の中でも十分克服できていない困難な課題である。なお、企業の環境が悪化し会社業績が低下するとともに、ス
トライキを背景として闘争する方針に消極的な組合員が出て来ることも無視できない。問題の昭和四六春闘では、要
求決定と同時に、いわゆるスト権を確立しようとする執行部方針と、不況下では交渉の推移によってスト権を樹立す
べきであるという意見が対立し、執行部が、職場討議に加わってその立場の説得に努めたという経過がある・前項で
ゑたとおり、ａ支部は、従業員の範囲、ショップ制等会社との関係では一般の企業別組合と同じく、従業員資格と組
合員資格が原則として完全に一致しており、組合が戦闘性を貫こうとすれば１両資格の対立が顕在化する不況期でと
くにｌ企業の安全を優先する組合員をいかに篝するかが、大きな露とならざるを得ない．数襄職麗を維
持し定着させてきたａ支部ではあるが、脱組合化の傾向や企業優先の考え方を絶えず克服しなければならず、対企業
の闘争は同時に自らの組織の弱さに対する闘争でもあるといえよう。
以上、ａ支部は、通常の企業別組合と同様に、正規従業員の象の組織で、その内部組織も普通のものである・代議
員の選出が会社の組織（係など）を単位としていることも一般の例と同じであり、やや特徴というべきものは全員大
会の回数が多く、拡大委員会（代議員と役員（執行部）から構成される）はさらにしばしば開かれることである（第
一一一表）。代議員はそれぞれの職場から、各種の方法で選出されるが、その活動は執行部に対して受身で、職場交渉は、
一部を除き行なわれない。一般組合員は、徹底した職場討議への参加、大会出席、ストライキへの参加（行動と費用
負担）により組合活動の一端を担っている。この組合にも、一部の組合のように企業意識の強い層、若い脱組合的な
行動を示す層があり、その克服が課題となっているが、組合活動の多くの機会に参加することを強制しつつ、他方で
職場レベルの諸問題の処理方式
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は、一般組合員の発言を尊重する組合運営により、団結の確保に成功している。ａ支部が職場を超えた従業員の集団
である結果従寶として共邇の利益がＩ戦闘的腱ｌ震ず邉求されることになり個別職場の問魑や纏人の苦情
は第一一義的な位置を占めることになると思われる。職場討議で個別職場の要望は表明されるものの、執行部により企
画され、討議資料が与えられるのが普通である。
Ａ社来京工場は、昭和四六年に東京都東部から現在地に、事務部門の一部は都心の別のビルに移転した。この移転
をめぐって、Ａ社ｌａ支部間で、長期にわたり多方面かつ詳細にわたる交渉があったが、これは、職場問題の処理に
関する、両者の関係を代表するものであった。その経過は、岐近（昭和四八年九月）、闘争記録として約一一五○ペー
ジの冊子にまとめられた。経過は注記のとおりである。
この冊子について、目下の問題について注目すべき点をまとめておこう。個別の問題については、それぞれの項目
として後にとり上げる。
第一に、移転に関する協定は遁大なもので、中項目の数の糸をあげれば、労働条件に関し一二項目、福利厚生に関
し一七項目、安全・衛生に関し五項目、生産に関して一一項目および人員計画表、移動の具体的計画について四項目、
東京事務所に関し一七項目、その他一一項目に及び、このほかに別協定七項目を数える。それぞれの中項目は小項目に
分れ、実施に臆さらに細目にあたる決定が必要であった。ａ支部が、これらの全部に関与しているのであるから、ま
さに巨大な交渉事項といわなくてはならない。記録によれば、一一一一回の経協と二回の団体交渉がおこなわれた。この
三
工
場
移
転
認する柔軟な対応を示した。
ほか寧他の協議機関で交渉・協議されたものがあった。
第二に、すでにふれたところであるが、工場移転に対するａ支部の基本的姿勢について「会社の都合による移動で
あることを充分にふまえ、経営側の労働者への一方的犠牲転化をはね返して行くこと」と「全組合員の意見を盛り込
んだ要求を設定し、会社と交渉してその要求が受け入れられ、移転することが、私たちの利益につながることの判断
が確認された時、全面的に移転することに賛成して行くべきであると考えます」（昭和四五・二・七書記局文謹）
という方針が設定され、この方針は支持され、貫かれた。執行部は「大合理化」ｓ七一春闘』におけるＮ氏の表現）
と把握しつつ当初から絶対反対とはせず、要求が通れば賛成、通らなければ反対という態度をとったと言えよう。当
初から組合は移転反対闘争としてでなく移転闘争として問題を位置づけたのである。昭和四五年一○月下旬におこな
われた調査でも、「移転にはあくまで反対する」意見は八名、｜・八％に数えるに過ぎず、一般組合員は移転の条件
を明らかにすること、または整えることを求めていたので、執行部と一般組合員の意見のずれはなかったといえよう。
一般組合員に移転そのものに絶対反対の意見がほとんどなかったのは、製品の大型化などによる旧工場の欠陥が日常
の生産活動の中で感じられていたこと、移転先が通勤圏内にあり、すでに一部操業してなじふもあったこと、移転に
より労働生産性は高まるものの増員が予定されていたことなどがあげられよう。会社は、同年二月一一一日、エ場移
転の条件を示したが、組合側は、約一一一ヵ月を経て集約した要求を提出し（｜｜月二八日）、以後この要求を基礎に交
渉が進められた。さきにふれたように、この際も支部が労働の諸条件の決定に主導権をとって行き、会社もこれを容
第一一一に、組合は、ストライキを背景とする大衆路線を踏襲した。組合側の移転の条件は、執行部で案を出すのでな
職場レベルの諸問題の処理方式
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八六
く、組合員、代議員を中心に「移転対策委員会」で検討されたものが基礎となった。この委員会には四つの小委員会
（労働条件・安全衛生、福利厚生、生産および東京営業所）がおかれ、それぞれの小委員会は、組合員四’五名、代
議員一’二名、執行委員一名という構成であった。委員会、小委員会の会議は、四五年九月末から翌年八月まで七六
回に及んでいる。このほか、全員に対するアンケートもおこなわれた。小委員会の答申は執行部の見解を添えて職場
討議に付され（二月一八’一九日）、拡大委員会で集約し、執行部による議案醤の作成配布、職場討議を経て、臨
時大会に持ち込まれ、要求が確定した（二月二七日）。この大会で「スト権」が確立された。時間短縮、時間外割
増の増額、移転手当、通勤手当など労働条件に関する部分については、経協の協議では合意に至らず、ストライキを
背景とする団体交渉に移行し解決した。
第四に、苦情処理的な活動を、支部執行部を中心に綿密に行った。移転交渉は、前記団体交渉の後、二月九日の大
会で事実上妥結したが、協定が具体化する過程で細目を折衝する必要があった。「さらには会社と組合負の個人折衝
●
●
●
●
●
●
 
の中から問題が生じ解決不可能な場合はその解決にあたり、その内容を協定書に補充していった」支部は、基本要
求について妥結した後も、「新たに起きてくる問題点、派生的におこる条件等を組合員の立場にたって解決し、その
ことを含めて対会社との協定内容とすべきであるとの方針をとった」と記録されている。このようにして本協定轡調
印は、事実上の妥結（暫定協定）後七カ月を経た、移転直前の四六年九月であった。苦情が、組合全体の問題として
扱われ、交渉と融合している点が注目されよう。
物的な工場移転を終ってから、移転の事後処理が支部にとっての課題であった。支部に第二次の対策委員会が設置
された。この委員会は、協定が満足に実施されたかどうか点検し、移転後新たに生じた問題点について実態調査を行
なぅこと等を目的としていた。実態調査は組合員全部を対象にアンケートとしておこなわれた（四六年一一一月）。こ
れは、工場については、通勤、福利・厚生、工場全体の安全衛生と環境設備、各職場の環境と生産、移転後の問題点、
および協定の遵守状況に関する詳細なものであった。アンケートには意見要望欄が設けられ、老大な件数の要望が寄
せられた。この結果から、緊急で重要な事項がまとめられ、委員会から執行委員会に答申書として提出された（四七
年二月）。これらは、同年の春闘の際、ａ支部の「要求」と「申し入れ」として会社側に提出され、解決された。アン
ケート等にあらわれた多数の意見は、委員会（執行委員、前執行委員、一般組合員）で取捨選択された後、一般の交
渉の中で処理されたのである。
移転問題に関する事後処理はその後も続いた。昭和四八年春闘では、基本協定で再協議することになっていた、時
間外割増賃金について、交渉がおこなわれた。これは、工場移転により、生活上の不便が増大するので、時間外、休
日の勤務を厳格に規制する一方、止むを得ないものについて割増率を高めようとするのであった。このほか、協定書
にも盛られていた作業環境、福利厚生施設の改善を要求し、協定に達した。
最後に、組合員の要望を集約して交渉し、苦情処理的な活動をおこなうことによって多くの問題が解決され、組合
員で移転に伴い退職した者は、四名にとどまった。これは同業他社の移転の場合に比較して非常に少ない数であっ
た。闘争記録は、その総括の部分で、当初から退職金増額の要望も出たが、「執行部としては一般的要求とは同一視
はしなかった。何故なのか、退職金の増額要求は退職者のあることを前提とするものであり、……「移転闘争」全体
を弱める結果をまねくと判断したからである」と述べている。また、これは移転に伴い、高齢者等を事実上解雇する
企業一般の傾向を、警戒した処置であった。支部が移転に応ずる方針が決まり、移転開始の直前に退職の申し出があ
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ったが、「その退職金（として）は当然、全組合員が理解し退職者自身が喜んで理解できる退職金を渡得したのであ
る」と記録されている。これは、移転に関する協定には記載されず別個に処理された。
移転闘争は、それ自体としてもユニークなものであったが、以下各項にあらわれる多方面の職場問題が、全体とし
ては交渉的姿勢で貫かれたこと、同じ姿勢で苦情処理的な事後措置が綿密におこなわれたことを特徴として指摘でき
い（」〔ノＯ
（注）
工四移転と移伝闘争の概要
「……旧エ蝿は地鐘椰下に悩まされ、また製伽の大型化が進むにつれ作業敷地の手狭に軒慮せざる左仰十、公社は大型工渦述股の必喪により土地を翰色し．肥和三八
年新工鋤の地に約一一万坪を剛入し、翻年秋より一部操業を側鮒して来ました。
当初は旧工期の分エ期として外駐を主力に作業を行なって来ましたが、鉱二期計刷（昭和四五年完Ｔ）も資金繰り等の関係から挫折し、旧工圏の敷地光却によって述
股を逆め新エ期に統合する計阿変災を行いさした。しかし、なかなか売却も思うように行かず一部の珊股叶両の柔に計囮変奥し進めて来たところ．昭和四一工年叉突如土
地冗却が進瓜し、東京都との売却契約が成立しました。
会社は、仮契約の段麟で早速組合に旧エ鍋の売却と新エ期移転の相映をもちかけ、協力を要講して来ました。
組合峰突然の売却決定に疵らに移転対嘘部を汲世し、対餓委貝会を組織して移振囲争に入りました。対簸委の各小委貝会に於ける研究と全釦合貝によるアンケート
鋼査鋪から要求を生柔出し．戦酎での対餓をくり返しスト楓をもって要求を拠出致しました。
私たちはこの川争に取瓢むに当って移振への賛否は要求に対する会社の態哩により決定することを前提として、会社と変渉を通めスト枢による闘争体制をもって団
交を正ね、徹伐交渉の中で舷終的な条件を引き出し（富した。左た旧工期と一締にあった耶務部門の一部を郁心に新股する）東京事務所への移賤に関する興求を合せ四
六牢記月九日移帳に賛成することの決定を下しました。
爾後移転までの挫件交渉と共休的な移肋協廠を進め、一○月末全此の移動悲窕了しました。さらに移伝後の耐問阻対旗として、帥一聿次移嘘対厳委の活動が池められ、
新たな挫求をおこし移転醐争を締繩し今Ⅱ握麺りました。」〔ａ支部蝿争記録（昭和川八年九月）。一部修正した〕
